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27 年度　こんなことに　使いました！

給食センター特別会計へ繰出金

　　　　　　　　５億９７３３万円

役場庁舎太陽光発電設備設置工事

　　　　　　　　　　３１２１万円

防犯カメラ設置工事（町内４カ所）

３１４万円

　
第
３
回
定
例
会
が
、
平
成
28
年
９
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
、９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
６

人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
な
ど
18
議
案
が
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
会
（
９
月
７
日
～
21
日
）

議会だよりあしやです平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号 ②



27 年度　こんなことに　使いました！

小中学生・高校生等通学費補助金

　　　　　　　　　　　１７９万円

柏原漁港エリア分け（観光・漁業）

フェンス設置工事 ５４９２万円

出産祝金

　　　　　　　　　　５２０万円

夏井ヶ浜海岸崩落防止工事　

県事業負担金　　　２４４８万円

議会だよりあしやです平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号③



小中学生・高校生等通学費補助など子育て、教育環境を

充実し、子育て世帯の定住を進める
　一般会計決算は、歳入 82 億 7984 万円（前年度比８億 5488 万円増）、歳出 80 億 1399 万円（前

年度比１億 7431 万円増）となりました。

　歳入については、町税や使用料・手数料などの自主財源が約 40％、地方交付税や国庫支出金な

どの依存財源が約 60％を占めています。なお、自主財源のうちモーターボート競走事業会計から

の収益金は４億円でした。

　歳出では、民生費（子ども医療費や介護保険広域連合負担金など）が 23.4％、総務費（人件費

や電算システム経費など）が 18％、教育費が 16.2％となっています。また、定住化促進事業に係

る決算額は、約 2500 万円でした。

　基金（貯金）の残高は、43 億 2780 万円（前年度比５億 6696 万円減）で、町債（借金）は、70

億 5416 万円（前年度比５億 487 万円減）となっています。

定住化を推 進し　活力ある町に

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 結　果

一般会計 82 億 8000 万円 80 億 1400 万円 賛成多数

独法芦屋中央病院貸付金特別会計 2 億 2700 万円 2 億 2700 万円 満場一致

国民健康保険特別会計 21 億円 20 億 2600 万円 満場一致

後期高齢者医療特別会計 2 億 1000 万円 2 億 300 万円 賛成多数

国民宿舎特別会計 1 億 1100 万円 1 億 900 万円 満場一致

給食センター特別会計 6 億 6600 万円 6 億 6400 万円 賛成多数

モーターボート競走事業会計 852 億 3500 万円 844 億 1800 万円 満場一致

公共下水道事業会計 6 億 8500 万円 7 億 700 万円 満場一致

27 年度の決算状況

主な定住化促進事業

○定住促進奨励金（固定資産税相当額の補助）　483 万円

○中古住宅解体新築補助金　90 万円

○老朽化危険家屋解体補助金　438 万円

○住宅用太陽光システム設置補助金　108 万円

○新婚・子育て世帯民間賃貸住宅家賃補助　236 万円

○小中学生・高校生等通学費補助　179 万円

○出産祝金　520 万円

議会だよりあしやです平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号 ④



定住化を推 進し　活力ある町に27 年度
決　算

どんなことに使われたか（歳出）

※【その他内訳】
消防費　　２億 1304 万円
議会費　　１億 1767 万円

商工費　　　　１億 9150 万円
農林水産業費　１億 6402 万円
諸支出金　　　　　　704 万円

その他※　8.7%　6 億 9327 万円

一般会計歳出
（目的別）

80 億 1399 万円

総務費　18.0%
14 億 4349 万円

民生費　23.4%
18 億 7628 万円

土木費　12.3%
９億 8319 万円

教育費　16.2%
12 億 9963 万円

公債費　16.5%
13 億 1956 万円

衛生費　5.0%
３億 9857 万円

21 億 9395 万円
うち競艇事業からの収入
６億円

主な歳入の推移

町税

地方交付税

町債

国・県支出金

その他

17.5%

6.7%

16.2%

31.0%

14.6%

24.8%

14.2%

16.8%

29.7%

12 億 3641 万円

4 億 7290 万円

11 億 4769 万円

70 億 8503 万円 74 億 2496 万円 82 億 7984 万円

12 億　901 万円

11 億 7195 万円

13 億 8985 万円

24 億 5852 万円
うち競艇事業からの収入
４億円

H27H25 H26

28.7% 20 億 3408 万円
20 億 5051 万円

16.4%

26.5%

14.2%

17.0%

25.9%

12 億 1448 万円

10 億 5522 万円

12 億 6486 万円

19 億 2500 万円
うち競艇事業からの収入
６億円

19 億 6540 万円

議会だよりあしやです平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号⑤



敬
老
祝
金

問　

年
々
、
お
年
寄
り
の

数
は
増
え
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
が
、
敬
老
祝
金
の

支
出
が
、
前
年
度
よ
り

減
っ
て
い
る
の
は
。

答
　
26
年
度
は
、
４
２
２

人
、
27
年
度
は
３
４
５
人

へ
支
給
。
支
給
対
象
の
人

数
が
大
き
く
減
少
し
た
た

め
減
額
と
な
っ
た
。

敬
老
会
記
念
品

問　

敬

老

会

で

は
、

１
０
０
０
円
の
商
品
券
を

配
布
し
て
い
る
が
、
取
り

に
来
な
い
人
は
ど
の
く
ら

い
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
対
策
は
。

答
　
敬
老
会
の
案
内
通
知

が
商
品
券
の
引
換
券
と
な

る
。
70
歳
以
上
の
全
世
帯

約
３
０
０
０
人
に
配
布
し

て
お
り
、
約
９
割
は
商
品

券
を
取
り
に
来
て
い
る
。

未
受
領
者
へ
の
対
応
は
し

て
い
な
い
。

要
介
護
認
定
経
費
負
担
金

問　

要
介
護
認
定
経
費
負

担
金
１
２
７
０
万
円
の
使

途
は
。

答
　
介
護
保
険
広
域
連
合

遠
賀
支
部
に
拠
出
す
る
負

担
金
で
、
主
な
用
途
は
医

師
の
雇
用
、
診
断
料
、
訪

問
調
査
員
の
人
件
費
。

公
園
の
遊
具
点
検

問　

遊
具
の
点
検
は
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答　

28
年
度
は
専
門
家
に

よ
る
定
期
点
検
を
実
施

し
、
危
険
な
遊
具
は
撤
去

や
修
理
を
す
る
。

総
合
体
育
館
の
利
用
状
況

問　

総
合
体
育
館
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
が
、
利

用
状
況
は
。

答　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の

利
用
者
が
増
え
て
お
り
、

利
用
者
は
町
内
者
が
７

割
、
町
外
者
が
３
割
。

学
校
の
監
視
カ
メ
ラ

問　

各
小
中
学
校
の
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
と
設

置
場
所
は
。

答　

各
校
と
も
５
台
ず
つ

設
置
し
て
お
り
、
人
の
出

入
り
が
多
い
場
所
に
設
置

し
て
い
る
。

柏
原
漁
港
海
岸
調
査

問
　
柏
原
漁
港
海
岸
の
土

質
・
磁
気
調
査
委
託
に
約

１
０
１
万
円
執
行
し
て
い

る
が
、
当
初
、
補
正
予
算

の
い
ず
れ
に
も
計
上
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と

委
託
事
業
の
内
容
は
。

答　

海
上
保
安
庁
へ
報
告

の
義
務
が
あ
る
た
め
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
等
の
土
質
調

査
及
び
第
２
次
世
界
大
戦

中
に
機
雷
が
投
下
さ
れ
た

恐
れ
の
あ
る
海
底
区
域
の

調
査
を
実
施
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
特
段
危

険
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

職
員
健
康
相
談
室

問　

職
員
の
健
康
相
談
室

の
利
用
状
況
は
。

答　

健
康
相
談
室
は
職
員

の
体
と
心
の
健
康
づ
く
り

を
目
的
に
、
平
成
27
年
７

月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

28
年
８
月
末
ま
で
で
、
35

回
実
施
し
、
延
べ
１
５
５

人
が
利
用
し
て
い
る
。

職
員
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）

問　

職
員
援
助
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
の
業
務
委

託
内
容
は
。
ま
た
、
休
職

者
の
人
数
は
。

答　

職
員
か
ら
の
メ
ー

ル
、
電
話
、
面
接
で
の
相

談
業
務
。
ま
た
、
休
職
し

た
職
員
の
復
職
に
向
け
た

支
援
。
年
に
一
度
、
職
員

向
け
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
研
修
会
の
実
施
で
あ

る
。現
在
休
職
者
は
５
人
。

27 年度に新しい遊具が設置された海浜公園わんぱーく

町内すべての小中学校に設置された監視カメラ

質　

疑

平
成
27
年
度
一
般
会

計
決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

議会だよりあしやです ⑥平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号



道
路
改
修

問　

道
路
の
補
修
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　

明
確
な
基
準
は
な
い

が
、
巡
視
や
住
民
か
ら
の

連
絡
に
よ
り
、
歩
行
に
障

害
と
な
る
段
差
が
あ
れ
ば

補
修
し
て
い
る
。
ま
た
、

27
年
度
よ
り
路
面
正
常
調

査
を
実
施
し
、
傷
み
を
数

値
化
し
て
い
る
。

数
千
億
円
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
シ
ス
テ
ム
に
欠
陥

川
上
誠
一
議
員

　
決
算
の
中
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
導
入
に
関
連

し
た
委
託
料
や
賃
金
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

昨
年
10
月
か
ら
手
続
き
が

始
ま
っ
た
が
、
圧
倒
的
多

数
の
国
民
に
と
っ
て
使
う

機
会
は
な
い
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発

行
す
る
際
に
サ
ー
バ
ー
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
ミ
ス
に
よ
り

交
付
が
滞
る
事
態
が
起
き

た
。
数
千
億
円
が
投
じ
ら

れ
た
シ
ス
テ
ム
が
本
格
運

用
さ
れ
た
と
た
ん
不
調
に

な
っ
た
こ
と
は
、
構
造
的

な
欠
陥
が
疑
わ
れ
る
も
の

だ
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー

問
　
新
、
旧
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

答　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
エ
ア
コ
ン
設
置
等
に
よ

り
光
熱
費
が
約
８
０
０
万

円
増
え
て
い
る
。

赤
字
経
営
の
今
後
の
見
通
し

問　

27
年
度
決
算
は
、

２
５
０
０
万
円
の
赤
字
だ

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
５
月

か
ら
の
料
金
改
定
と
一
般

会
計
か
ら
２
０
０
０
万
円

の
経
営
補
助
金
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
赤
字
は
な
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
人
口

の
減
少
や
節
水
型
家
電
の

利
用
に
よ
り
使
用
料
収
入

は
減
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
が
、
数
年
は
赤
字
に
は

な
ら
な
い
と
予
測
す
る
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
効
果
的
か
つ

円
滑
に
行
う
た
め
に
、
推

進
委
員
会
が
障
害
者
差
別

解
消
支
援
地
域
協
議
会
を

兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
条
例
を
改
正
し
ま

す
。

協
議
会
委
員
構
成

問　

委
員
構
成
は
。

答　

具
体
的
に
は
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
従
来

の
保
健
医
療
関
係
者
、
学

識
経
験
者
に
加
え
、
障
が

い
者
団
体
関
係
者
、
教
育

関
係
者
、
法
曹
等
関
係
者

の
12
人
以
内
で
構
成
す
る

予
定
で
あ
る
。

新給食センターで炊くようになった米飯（芦屋小学校給食の様子Ｈ 28.10.21）

質　

疑

反
対
討
論

平
成
27
年
度
給
食
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
決
算

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

質　

疑

平
成
27
年
度
公
共
下

水
道
事
業
会
計
決
算

（
満
場
一
致
・
認
定
）

質　

疑

条　例
障害者差別解消支援地域協議会設置
障がい者差別の具体的な解消策を協議する目的で

設置

障
害
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
設
置
条
例
の
改
正

（
満
場
一
致
・
可
決
）

議会だよりあしやです⑦ 平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号



　
老
朽
化
し
た
町
営
住
宅

の
解
体
等
に
伴
い
、
条
例

の
別
表
に
定
め
て
い
る
住

宅
の
構
造
、
床
面
積
、
戸

数
、間
取
り
等
を
削
除
し
、

町
営
住
宅
の
名
称
と
所
在

地
だ
け
を
規
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
制
限
外
住

宅
で
は
町
の
施
策
に
基
づ

く
事
業
の
関
係
者
で
、
町

長
が
認
め
た
者
は
町
外
者

で
あ
っ
て
も
入
居
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

条
例
の
表
記

問　

条
例
か
ら
削
除
さ
れ

た
項
目
は
規
則
や
要
綱
で

定
め
る
べ
き
で
は
。

答
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
が
、
規
則
や

要
綱
に
定
め
る
こ
と
は
今

後
検
討
す
る
。

町
と
議
会
と
の
共
通
認
識

が
必
要

刀
根
正
幸
議
員

　

こ
の
条
例
改
正
に
よ
り

町
営
住
宅
の
増
減
が
条
例

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
事
務
が
簡
素
化
さ
れ

る
が
、
町
営
住
宅
と
い
う

公
有
財
産
に
お
い
て
は
、

議
会
と
町
が
共
通
認
識
を

持
っ
て
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
豊
洲
市
場
の
問
題
で

も
行
政
誘
導
型
と
い
う
こ

と
が
見
え
た
が
、
今
ま
で

ど
お
り
議
会
に
提
案
す
べ

き
と
考
え
る
。

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

問　

国
の
補
助
金
の
地
域

介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等

補
助
金
の
内
容
は
。

答　

介
護
事
業
者
が
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
。

町
内
の
対
象
事
業
者
20
者

の
う
ち
、
４
者
か
ら
要
望

が
あ
っ
た
。
１
者
あ
た
り

の
上
限
額
は
、約
93
万
円
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
、

ベ
ッ
ド
に
セ
ン
サ
ー
ユ

ニ
ッ
ト
を
置
き
、
動
き
を

感
知
す
る
も
の
。
徘
徊
予

防
や
ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落

未
然
防
止
及
び
心
拍
、
呼

新後水団地イメージ図

○
新
後
水
団
地
メ
ー
ジ
図
は

基
本
設
計
時
点
の
内
容
で
あ

り
、
実
施
設
計
で
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

町
営
住
宅
設
置
及
び
管

理
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

所
得
制
限
外
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
改
正

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

質　

疑

補　正
予　算

介護ロボット導入事業者に補助金交付

一般会計補正予算　３４００万円増額

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　地域介護・福祉空間整備等補助金

　（介護ロボットを導入する事業者に補助金を交付）
３６０万円

　町営住宅修繕料

　（町営住宅への入居前整備費用）
５００万円

歳出の主な内容

　

歳
入
で
は
、
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
推
進
交
付
金

３
５
０
万
円
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
３
０
０
０
万
円
を
増
額
措

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
ア
ッ
シ
ー
着
ぐ
る
み
製
作

業
務
委
託
や
福
祉
会
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
、
地
域
介
護
・
福
祉
空

間
整
備
等
補
助
金
３
６
０
万
円
、
町
営
住
宅
の
修
繕
料
５
０
０
万

円
な
ど
を
増
額
措
置
し
、総
額
３
４
０
０
万
円
の
増
額
補
正
で
す
。

（
満
場
一
致
・
可
決
）

質　

疑

議会だよりあしやです ⑧平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号



吸
、
体
動
の
記
録
管
理
に

役
立
つ
。

退
去
後
の
現
状
復
旧

問　

町
営
住
宅
退
去
後
の

修
繕
料
が
１
件
あ
た
り

１
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　

入
居
時
に
納
付
さ
れ

た
敷
金
（
家
賃
の
３
カ
月

分
）
は
、
畳
や
ふ
す
ま
の

修
理
代
と
し
て
い
る
。
町

で
は
、大
工
経
費
30
万
円
、

塗
装
20
万
円
、
ト
イ
レ

15
万
円
、
風
呂
15
～
18
万

円
、
洗
面
所
10
万
円
程
度

の
修
繕
を
行
っ
て
お
り
、

１
件
あ
た
り
平
均
で
90
万

円
程
度
か
か
っ
て
い
る
。

　
　
９
月
９
日
の
一
般
質
問

に
お
け
る
発
言
に
つ
い

て
、
妹
川
議
員
よ
り
「
不

適
切
と
思
わ
れ
か
ね
な
い

発
言
が
あ
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
、
同
日
付
で
発
言

取
消
申
出
書
が
提
出
さ

れ
、
９
月
21
日
の
本
会
議

で
発
言
の
取
消
し
が
許
可

さ
れ
ま
し
た
。

　表決にあたり、意見が分かれた議案の賛否について掲載しています。掲載のない議
案は、満場一致で可決されました。　　　　　○賛成、× 反対、欠は欠席を表しています。

９月定例会意見が分かれた議案の賛否一覧

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

議案名 / 議員名 松
上
松
岡
今
田
内
海
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
横
尾
小
田

町営住宅設置及び管理条例の一部を改正する

条例の制定
○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ × ○

議

長

所得制限外住宅設置及び管理条例の一部を改

正する条例の制定
○ ○ ○ ○ × 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ × ○ × 欠 ○ ○ ○ × ○
議

長

平成 27 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央

病院貸付金特別会計決算の認定
○ ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議

長

平成 27 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決

算の認定
○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○

議

長

平成 27 年度芦屋町給食センター特別会計決算

の認定
○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○

議

長

賛

成

反

対

審議

結果

８ ２ 可決

９ １ 可決

７ ３ 認定

９ １ 認定

９ １ 認定

９ １ 認定

西
祇
園
橋
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
西
祇
園
橋
の
架
け
替
え
事
業
は
、
福
岡
県

に
よ
り
す
で
に
基
礎
調
査
や
設
計
、
地
元
協

議
を
終
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
元
要
望
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
、

５
月
か
ら
地
元
関
係
団
体
な
ど
11
人
で
構
成

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回
開
催
し
、
響

灘
に
面
し
た
白
砂
青
松
の
美
し
い
海
岸
線
や

国
の
重
要
文
化
財
の
芦
屋
釜
な
ど
豊
富
な
地

域
資
源
と
の
調
和
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
芦
屋
橋

や
な
み
か

け
大
橋
を

見
学
し
、

親
柱
や
高

欄
、
照
明

な
ど
の
素

案
を
作
成

し
ま
し
た
。

行政報告とは・・・

町長が議会を通じて町の重要な問

題の経過等を住民に報告するもの

です。ここでは、平成 28 年７月

から９月までの行政報告の一部を

掲載しています。

行政報告

架け替えられる西祇園橋

発
言
の
取
消
し

緑ヶ丘 7-5 棟に設置されたエレベーター

議会だよりあしやです⑨ 平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号



一般質問 町政を問う
　９月８、９日に議員６人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等につい

て所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書

を提出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約して

います。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

ページ 質問議員 質問事項

11 川上 誠一

◎新オレンジプラン（認知症施策５カ年プラン）

◎ストレスチェック

○非正規職員の実態

12 松岡 　泉
◎地域社会の助け合い活動に必要な個人情報の取り扱いに関する支援

◎「北九州市との連携中枢都市圏構想」に基づく連携協約事業の推進

13 内海 猛年 ◎介護保険

14 横尾 武志

◎小学校・中学校で生徒指導上の問題

◎芦屋町定住促進事業

○ 北九州都市圏域連携中枢都市圏ビジョンの東京で行われる大規模イ

ベント

15 妹川 征男
◎新中央病院建て替え

○芦屋港のレジャー港化に向けて

16 田島 憲道 ◎商店街と協働の町づくり

議会だよりあしやです ⑩平成 28 年 11 月 15 日　第 191 号



町 政を問う　～ 一般質問 ～

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
（
認
知

症
施
策
５
カ
年
プ
ラ
ン
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
実
施
状
況
と
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

25
回
の
講
座
を
実
施
し
、

６
３
３
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
た
。
認
知
症
に
対
す
る
理

解
者
を
増
や
す
た
め
、
各
種
団
体
へ

の
呼
び
か
け
や
、
介
護
予
防
教
室
の

メ
ニ
ュ
ー
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、
多

く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
。

認
知
症
総
合
支
援
事
業
は

認
知
症
高
齢
者
の
家
族
支

援
や
認
知
症
ケ
ア
に
関
わ
る
多
職
種

の
連
携
を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
町

で
の
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。

認
知
症
支
援
チ
ー
ム
設
置

の
準
備
の
た
め
、
遠
賀
中

間
医
師
会
に
お
け
る
専
門
医
養
成
等

の
考
え
方
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

を
２
名
を
設
置
し
、
認
知
症
の
方
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
で
も
認
知
症
の
人
や

家
族
が
交
流
す
る
「
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
町
で
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
は
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
人
々
が
定
期
的
に
交
流
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
人
々
の
心
理
的
不

安
の
軽
減
や
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得

ら
れ
る
な
ど
の
理
由
で
着
目
さ
れ
て

い
る
。

　
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
安
心
で
き
る
運
営
体
制

で
設
置
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

労
働
安
全
衛
生
法
が
改
正

さ
れ
、
町
職
員
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
義
務
付
け
ら

れ
た
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

職
員
の
ス
ト
レ
ス
の
程
度

を
把
握
し
、
自
身
の
ス
ト

レ
ス
の
気
づ
き
を
促
す
と
と
も
に
職

場
改
善
に
つ
な
げ
、
職
員
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
な
る
こ
と
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
行
う
。
９
月
中

旬
に
実
施
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の

原
因
は
個
人
の
資
質
の
問

題
で
は
な
く
、
職
場
全
体
の
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
人
員
不
足
か
ら
の
労

働
強
化
や
残
業
の
増
加
、
成
果
主
義

の
人
事
評
価
な
ど
、
職
場
の
改
善
が

必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
医
と
保
健
師
の
助
言

を
踏
ま
え
、
職
場
の
環
境

改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

自治区公民館で行われた認知症サポーター養成講座

認知症の人や家族が交流する
オレンジカフェの設置は

安心できる運営体制のもとカフェ
の設置に取り組んでいく

福祉課長

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

 

議 

員

 

議 

員

 

課 

長

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

助
け
合
い
活
動
に
必
要
な
個
人

情
報
取
り
扱
い
に
関
す
る
支
援

自
治
区
等
で
は
、
個
人
情

報
の
保
護
に
対
す
る
過
剰

反
応
や
取
り
扱
い
の
戸
惑
い
が
あ

る
。
災
害
基
本
法
に
基
づ
き
、
災
害

時
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
が
作
成

さ
れ
た
が
、
個
人
情
報
の
収
集
状
況

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

１
７
２
２
人
に
案
内
し
た

結
果
、
１
５
３
０
人
か
ら

回
答
が
あ
り
、
名
簿
へ
の
記
載
を
希

望
す
る
人
は
８
６
８
人
で
、
希
望
し

な
い
人
は
６
６
２
人
だ
っ
た
。

名
簿
へ
の
記
載
が
で
き
な

か
っ
た
要
因
は
何
と
考
え

る
か
。

「
災
害
時
に
は
、
自
立
で
対

応
で
き
る
。」｢

家
族
の
支

援
が
期
待
で
き
る
。｣

と
の
理
由
で

あ
る
。
ま
た
、未
回
答
の
人
を
含
め
、

地
域
に
自
分
の
個
人
情
報
を
開
示
し

た
く
な
い
と
い
う
人
も
多
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

自
治
区
等
に
関
わ
る
関
係

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り

扱
う
個
人
情
報
を
共
有
し
、
協
働･

連
携
を
図
れ
ば
、
活
動
の
輪
が
広
が

る
と
考
え
る
が
、
情
報
の
共
有
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め

る
モ
デ
ル
地
区
の
「
愛
の

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
は
、
民

生
児
童
委
員
も
支
援
者
と
し
て
関

わ
っ
て
お
り
、
よ
い
関
係
が
構
築
さ

れ
、
情
報
連
携
も
問
題
な
い
。

個
人
情
報
を
有
用
に
活
用

す
る
た
め
の
手
引
き
を
作

成
で
き
な
い
か
。

自
治
区
で
配
慮
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
は
、
手
引

き
や
事
例
集
な
ど
を
作
成
し
て
、
配

布
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

北
九
州
市
と
の
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想

協
約
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
事
業
の
受
け
入
れ
は
。

新
た
な
連
携
の
ア
イ
デ
ア

や
必
要
性
が
出
て
く
る
こ

と
を
想
定
し
、
定
期
的
に
見
直
す
。

町
が
期
待
す
る
事
業
を
完

遂
す
る
た
め
の
北
九
州
市

へ
の
対
応
戦
略
は
。

協
定
書
を
結
ん
だ
ば
か
り

で
、
北
九
州
市
を
中
心
と

し
て
17
市
町
が
関
わ
る
の
で
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
、
地
道
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

地域での個人情報取り扱いの手
引きを作成できないか

自治区で配慮が必要な事項の手引
きや事例集の作成は可能

総務課長

松
まつ

　 岡
おか

　 　 泉
いずみ

京都市社会福祉協議会のパンフレット

 

課 

長

 

課 

長

 

町 

長

 

課 

長

 

議 

員

 

議 

員

 

議 

員

 

議 

員

 

議 

員

 

課 

長

 

議 

員

 

課 

長
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

低所得者の方も特養に入所でき
るのか

居住費や食費、介護サービス費用
に補助があり入所は可能

福祉課長

介
護
保
険

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特

養
）
ソ
レ
イ
ユ
芦
屋
と
ま

つ
か
ぜ
荘
は
現
在
満
室
と
聞
い
て
い

る
が
、
待
機
者
の
状
況
は
。

重
複
し
て
申
し
込
ん
で
い

る
方
も
い
る
が
、
ソ
レ
イ

ユ
芦
屋
は
27
人
、
ま
つ
か
ぜ
荘
は
45

人
の
待
機
者
が
い
る
。

平
成
37
年
に
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
化
率
は
32
・
４
％

と
予
測
さ
れ
、
特
養
の
需
要
は
ま
す

ま
す
高
ま
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

福
岡
県
で
重
複
申
込
者
な

ど
を
除
い
た
数
値
が
示
さ

れ
る
の
で
、
そ
の
後
に
必
要
数
や
整

備
の
あ
り
方
を
検
討
で
き
な
い
か
考

え
て
い
る
。

27
年
４
月
よ
り
特
養
の
入

所
基
準
が
要
介
護
１
以
上

か
ら
原
則
３
以
上
に
改
正
さ
れ
、
要

介
護
１
・
２
の
方
の
入
所
が
難
し
く

な
っ
た
が
、
家
族
の
負
担
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。

要
介
護
１
・
２
に
関
し
て

は
、
特
養
の
入
所
が
基
本

的
に
で
き
な
い
た
め
、
在
宅
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
今
後
は
そ
の

課
題
と
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。特

養
の
入
所
費
用
は
一
般

的
に
個
室
で
月
13
万
円
か

ら
15
万
円
、
多
床
室
で
月
８
万
円
か

ら
13
万
円
と
聞
い
て
い
る
。
国
民
年

金
を
満
額
受
給
し
て
い
る
方
の
月
額

は
、
６
万
５
千
円
だ
が
、
入
所
費
用

に
満
た
な
い
低
所
得
者
の
方
も
特
養

に
入
所
で
き
る
の
か
。

介
護
保
険
に
は
、
居
住
費

や
食
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
補
助
制
度
が
あ
り
、
低
所
得
者

の
方
で
も
入
所
は
可
能
で
あ
る
。
た

だ
し
、
日
常
生
活
用
品
等
の
費
用
は

別
途
必
要
に
な
る
。

　
ま
た
、
単
身
で
１
千
万
円
以
上
、

夫
婦
で
２
千
万
円
以
上
の
預
貯
金
が

あ
る
場
合
は
補
助
が
な
い
。

介
護
事
業
費
は
毎
年
５
％

の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、

今
後
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
な
が

る
。
定
住
策
の
一
環
と
し
て
自
己
負

担
分
の
軽
減
、助
成
は
で
き
な
い
か
。

町
単
独
で
は
難
し
い
。
大

事
な
問
題
で
あ
り
、
国
の

動
向
を
見
据
え
て
い
き
た
い
。

内
うち

　海
うみ

　猛
たけ

　年
とし

山鹿大君に開設された特別養護老人ホームソレイユ芦屋
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

小
中
学
校
で
生
徒
指
導
上
の

問
題

い
じ
め
問
題
で
生
徒
・
児

童
が
登
校
し
て
い
な
い
よ

う
だ
が
、
事
実
は
ど
う
か
。

小
学
校
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
り
児
童
１
名

が
登
校
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
不
登
校
児
に
対
し
て

の
解
決
策
は
。

事
実
把
握
後
、
保
護
者
と

学
校
側
で
連
絡
を
取
り
合

い
、
状
況
把
握
を
し
な
が
ら
問
題
解

決
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
臨
床
心
理
士
を

メ
ン
バ
ー
と
し
た
ケ
ー
ス
会
議
も
開

催
す
る
等
、
原
因
を
解
消
し
、
児
童

や
保
護
者
の
心
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と

で
、
早
く
児
童
が
登
校
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
町
で
は
８
年
前
に
脱
ケ
ー
タ
イ
宣

言
を
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
小
学
生
で
も
携
帯
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
所
持
率
が
半
数
を
超
え
て

い
る
。
今
回
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と
で
、
小
学

校
で
は
や
む
を
得
ず
携
帯
や
ス
マ
ホ

を
所
持
さ
せ
る
場
合
の
使
用
ル
ー
ル

を
作
成
し
、
保
護
者
へ
周
知
徹
底
を

す
る
。
中
学
校
で
は
、
27
年
度
に
生

徒
会
が
ル
ー
ル
を
定
め
、
高
い
実
効

性
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。

い
じ
め
問
題
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
て
い
る
か
。

26
年
に
策
定
し
た
芦
屋
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に

基
づ
き
対
応
し
た
。

芦
屋
町
定
住
促
進
事
業

定
住
支
援
策
が
14
項
目
程

あ
る
が
、
年
間
予
算
額
は
。

28
年
度
の
当
初
予
算
額
は

８
７
４
４
万
円
で
、
決
算

見
込
み
額
は
約
５
０
０
０
万
円
。

職
員
の
町
外
者
の
人
数
は
。

28
年
４
月
で
は
、
職
員
数

１
４
９
人
の
う
ち
町
外
者

83
人
（
55
・
７
％
）。

定
住
促
進
事
業
を
し
て
い

る
の
に
、
半
分
以
上
は
町

外
者
で
あ
る
。
町
外
者
の
職
員
も
町

を
思
う
な
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
は
。

27
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

者
62
人
の
う
ち
、
職
員
は

15
人
。
そ
の
う
ち
町
外
者
は
12
人
。

町
か
ら
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
の
で
、
せ
め
て
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
て
ほ
し
い
。

いじめ問題発生の場合、対応マ
ニュアルの策定は

26 年度に策定した芦屋町いじめ
防止基本方針に基づき対応

学校教育課長

横
よこ

尾
お

武
たけ

志
し

平成 28 年度ふるさと納税返礼品
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注
１

※
注
１
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
無
料
で
メ
ー

ル
や
通
話
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
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６人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～

院外薬局を取りやめ、院内薬局
に変更すべきだ

外来患者に不便をかけるが入院患
者への医療の強化推進を充実する

副町長

新
中
央
病
院
建
て
替
え

７
月
の
病
院
建
て
替
え
の

住
民
説
明
会
資
料
は
、
①

患
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
一
辺
倒
な
の
は

な
ぜ
か
。
②
院
外
薬
局
設
置
は
、
町

民
的
合
意
形
成
は
図
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
。③
メ
リ
ッ
ト
に「
診

察
終
了
後
の
会
計
待
ち
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
」
と
あ
る
が
、
院
外
薬
局
に

行
く
時
間
と
薬
局
で
の
待
ち
時
間
を

合
わ
せ
る
と
短
縮
さ
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
長
く
な
る
で
は
な
い
か
。
ま
さ

に
詭き

弁
で
は
な
か
っ
た
か
。

①
デ
メ
リ
ッ
ト
は
記
載
し

て
い
な
い
が
、
口
頭
で
説

明
し
た
。
②
節
目
節
目
で
説
明
会
や

広
報
掲
載
を
行
っ
て
き
た
。
将
来
に

向
け
た
病
院
経
営
や
職
員
体
制
、
医

療
ニ
ー
ズ
を
総
合
的
に
検
討
し
た
中

で
院
外
薬
局
と
決
定
し
た
。
③
院
内

処
方
の
待
ち
時
間
と
比
べ
、
集
中
す

る
時
間
帯
を
緩
和
で
き
、
待
ち
時
間

短
縮
に
つ
な
が
る
。

か
か
り
つ
け
薬
局
は
「
絵

に
描
い
た
餅
」
で
あ
る
。

　
ま
た
町
民
や
議
員
に
医
薬
分
業
な

ど
と
説
明
し
な
が
ら
、
う
ま
く
誘
導

を
図
り
、
院
外
薬
局
へ
と
強
行
し
て

い
っ
た
。

　
患
者
は
病
院
の
窓
口
で
支
払
う
診

療
支
払
い
の
ほ
か
、
院
外
薬
局
で
は

調
剤
料
や
調
剤
技
術
料
の
増
額
と
新

た
に
薬
剤
服
用
履
歴
管
理
指
導
料
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
、
安
い
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
を

選
ん
だ
と
し
て
も
患
者
が
支
払
う
医

療
費
合
計
は
、
約
３
割
か
ら
４
割
程

度
高
く
な
る
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
や
病
身
の
人
が

照
り
つ
け
る
日
差
し
や
風
雨
の
中

を
、
院
外
薬
局
ま
で
薬
を
求
め
て

１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
も
、
移
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
病
院
側

は
熟
知
し
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
院
外

薬
局
に
す
る
の
か
。
営
利
を
追
求
す

る
あ
ま
り
、
患
者
中
心
の
医
療
の
提

供
と
い
う
理
念
か
ら
か
け
離
れ
て
お

り
、
患
者
側
の
視
点
が
全
く
欠
け
て

い
る
。
町
民
か
ら
相
当
な
批
判
が
出

る
と
思
わ
れ
る
。

　
院
内
薬
局
に
変
更
す
べ
き
と
の
町

民
の
声
に
ど
う
応
え
る
か
。

薬
局
に
つ
い
て
は
、
経
営

形
態
検
討
委
員
会
で
議
論

し
て
き
た
。
診
療
後
に
薬
を
取
り
に

行
く
時
間
や
医
療
費
増
は
、
議
員
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
外
来
患
者
に
は
不
便
を
か
け
る

が
、
病
院
は
外
来
の
患
者
だ
け
で
は

な
い
。
入
院
患
者
へ
の
薬
の
管
理
や

指
導
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
な

ど
に
よ
る
医
療
の
強
化
推
進
を
充
実

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

妹
いも

　川
かわ

　征
いく

　男
お

新芦屋中央病院建設　地鎮祭の様子（Ｈ 28.9.28）
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商
店
街
と
協
働
の
町
づ
く
り

空
き
店
舗
活
用
事
業
補
助

金
は
、
商
業
地
域
に
限
定

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
活
用
で
き
る

エ
リ
ア
を
広
げ
る
よ
う
な
検
討
は
で

き
な
い
の
か
。

補
助
金
の
交
付
要
綱
で
、

空
き
店
舗
と
は
用
途
地
域

に
お
け
る
商
業
地
域
の
区
域
内
と
定

め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
綱
策
定
時

の
平
成
26
年
は
、
ス
ー
パ
ー
は
ま
ゆ

う
を
誘
致
し
た
直
後
で
、
中
心
市
街

地
、
特
に
正
門
通
り
商
店
街
の
活
性

化
が
急
務
と
い
う
こ
と
で
、
区
域
要

件
を
定
め
た
。

　
し
か
し
、
28
年
３
月
に
策
定
し
た

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
は
、
海
が
見
え
る
・
海
を
生
か

し
た
シ
ョ
ッ
プ
の
起
業
・
誘
致
、
芦

屋
な
ら
で
は
の
起
業
の
支
援
等
を
掲

げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

む
計
画
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在

の
要
綱
に
あ
る
区
域
要
件
に
は
、
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
補
助

要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
現
在
検

討
中
で
あ
る
。

検
討
中
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
不
備
を
改
善
し
て

い
け
ば
い
い
。

　
町
の
現
状
を
見
る
と
平
日
の
商
圏

が
２
０
０
人
か
ら
３
０
０
人
程
度
と

少
な
く
、
飲
食
店
は
過
剰
供
給
に
あ

る
。
補
助
金
を
交
付
す
る
な
ら
ば
、

夜
９
時
に
開
店
す
る
店
で
は
な
く
、

朝
か
ら
営
業
す
る
店
や
芦
屋
町
に
な

い
飲
食
店
、
業
種
な
ど
に
限
定
す
れ

ば
い
い
。
例
え
ば
、
パ
テ
ィ
シ
エ
の

い
る
ス
イ
ー
ツ
屋
、
現
地
生
産
す
る

ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
、
本
格
的
な
石
釜
の

あ
る
ピ
ザ
屋
や
イ
タ
リ
ア
ン
等
。
現

状
で
は
、
中
心
市
街
地
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
町
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
の
か
が
大
事
だ
。

　
が
ん
ば
っ
て
い
る
店
主
た
ち
の
た

め
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
船
頭

町
の
駐
車
場
を
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

に
し
て
も
い
い
。
今
後
も
末
永
く
お

店
を
や
っ
て
い
け
る
よ
う
な
、
持
続

可
能
な
店
舗
経
営
と
し
て
の
町
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
だ
。

町
内
の
空
き
店
舗
に
つ
い

て
、
行
政
は
詳
し
く
は
知

ら
な
い
。
商
工
会
も
そ
れ
を
把
握
し

て
い
な
い
こ
と
は
驚
き
だ
。

　
行
政
は
活
性
化
し
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
形
の
中
で
補

助
金
、
人
的
支
援
も
や
っ
て
い
る
。

指
摘
が
あ
っ
た
創
業
支
援
に
つ
い
て

も
、
も
う
少
し
突
っ
込
ん
で
や
る
べ

き
だ
。
や
は
り
行
政
と
商
工
会
が
、

密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
や
ら
な
く

て
は
、
町
の
再
生
は
で
き
な
い
。

空き店舗対策の補助金はエリア
を広げるべきでは

芦屋ならではの施策に取り組む計
画だ。補助要件の見直しは検討中

地域づくり課長

田
た

島
じま

憲
けん

道
どう

創業等促進支援事業補助金を利用して開業した店舗
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芦
屋
港
湾
活
性
化

特

別

委

員

会 

視
察
レ
ポ
ー
ト

日
　
程

　
８
月
２
日
か
ら
４
日
　

視
察
先

　
神
奈
川
県
　
葉
山
港

　
千
葉
県
　
　
館
山
港

視
察
者

　
辻
本
一
夫
・
横
尾
武
志

　
貝
掛
俊
之
・
内
海
猛
年

　
今
田
勝
正
・
松
岡
　
泉

　

神
奈
川
県
葉
山
町
に
あ

る
葉
山
港
は
、
漁
港
区
と

マ
リ
ー
ナ
区
の
水
面
利
用

が
共
存
し
て
い
る
港
で

す
。
大
き
な
取
り
決
め
は

特
に
な
い
が
、
漁
業
利
用

者
と
レ
ジ
ャ
ー
利
用
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　
葉
山
港
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
国
民
体
育
大
会
な
ど

の
ヨ
ッ
ト
競
技
の
会
場
で

あ
り
、
芦
屋
港
と
歴
史
的

背
景
が
違
う
た
め
、
芦
屋

港
で
の
漁
業
利
用
者
と
レ

ジ
ャ
ー
利
用
者
と
の
共
存

に
は
、
あ
る
程
度
の
利
用

規
制
の
整
備
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
そ
の
管
理
運

営
は
、
葉
山
港
の
よ
う
に

漁
協
を
含
め
た
民
間
委
託

の
導
入
が
望
ま
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

交
流
拠
点
　
渚

の
駅
た
て
や
ま

　
千
葉
県
館
山

市
に
あ
る
館
山

港
は
、
交
流
拠

点
と
し
て
タ
ー

ミ
ナ
ル
機
能
を

持
っ
た
「
多
目

的
観
光
桟
橋
」（
国
・
県
・

市
で
建
設
費
用
を
負
担
）

や
改
装
し
た
県
立
博
物
館

の
隣
に
商
業
施
設
を
新
設

し
て
交
流
拠
点
と
し
た

「
渚
の
駅
た
て
や
ま
」
を

中
心
に
交
流
ゾ
ー
ン
形
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
芦
屋
港
に
は
、
既
存
の

施
設
は
な
い
た
め
、
県
や

国
に
働
き
か
け
、
い
か
に

財
源
を
確
保
す
る
か
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
議
会

と
執
行
部
が
情
報
を
共
有

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

日
　
程

　
８
月
３
日
か
ら
５
日
　

視
察
先

　
広
島
県

　
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島

　
大
阪
府

　
南
港
魚
釣
り
園
護
岸

　
泉
佐
野
漁
協
青
空
市
場

　
鳥
取
県
　
鳥
取
港

視
察
者

　
小
田
武
人
・
松
上
宏
幸

　
川
上
誠
一
・
田
島
憲
道

　
妹
川
征
男
・
刀
根
正
幸

　

広
島
市
に
あ
る
ボ
ー

ト
パ
ー
ク
広
島

は
、
広
島
湾
地

域
の
放
置
艇
の

解
消
を
目
的
に

広
島
県
が
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
手
法
に

よ
り
実
施
し
、

整
備
・
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

利
点
か
ら
低
価

格
で
安
全
性
・

利
便
性
の
高
い

施
設
運
営
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
係
留
さ
れ
て

い
る
ボ
ー
ト
は
大
型
の
ク

ル
ー
ザ
ー
が
多
く
、
小
型

の
放
置
船
対
策
施
設
は
空

き
が
あ
り
、
芦
屋
町
と
は

ボ
ー
ト
の
大
き
さ
等
の
条

件
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。

不
法
係
留
船
対
策　

　

鳥
取
港
ボ
ー
ト
パ
ー
ク

は
不
法
係
留
船
対
策
と
し

て
整
備
が
行
わ
れ
、
県
が

直
営
で
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
11
年
に
水
域

１
０
１
隻
を
整
備
し
、
そ

の
後
、
多
数
の
不
法
係
留

船
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成

16
年
に
新
ボ
ー
ト
パ
ー
ク

を
水
域
１
４
１
隻
、
陸
域

１
８
２
隻
で
整
備
し
ま
し

た
。
新
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
の

利
用
率
は
当
初
80
％
あ
り

ま
し
た
が
、
近
年
は
減
少

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

漁
港
区
と
マ
リ
ー
ナ
区
が

共
存
す
る
港 　
　
　
　

～
神
奈
川
県
　
葉
山
港
～

　低価格で安全性・利便
　性の高い施設運営
　　　

～広島県　ボートパーク広島～

葉
山
港

館山港の多目的観光桟橋（Ｈ 28.8.3）

館
山
港

※
注
２
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

民
間
が
施
設
を
建
設
・
維
持

管
理
・
運
営
す
る
方
式
。

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島

鳥
取
港

鳥取港新ボートパーク（Ｈ 28.8.5）

注
２
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た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え

た
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終

わ
り
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成
功
に
向
け

て
動
き
出
す
と
期
待
さ
れ
た

小
池
都
政
。
し
か
し
、
そ
の

感
動
も
束
の
間
、
豊
洲
新
市

場
の
盛
土
問
題
。
住
民
説
明

と
は
違
っ
た
工
法
、
何
が
問

題
で
あ
っ
た
の
か
、
行
政
側

の
隠
ぺ
い
、
情
報
公
開
の
あ

り
方
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
、
食
の
安
全
は
ど
こ
に
、

謎
は
深
ま
る
ば
か
り
で
、
小

池
都
政
は
ど
こ
で
決
着
す
る

の
か
。

　
芦
屋
町
議
会
広
報
は
皆
様

が
信
頼
で
き
る
情
報
の
透
明

性
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

内
海
　
猛
年

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0
1
9
8

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

　
じ
ゃ
む
屋
代
表
の
今い
ま

仁に

洋
子
さ
ん
は
、
10
年
前
か
ら
農
地
を
借
り
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
植
え
付
け
、
ご
自
身
で
収
穫
か
ら
ジ
ャ
ム
作
り
を

さ
れ
る
等
、
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
、
念
願
の
手
作
り
ジ
ャ
ム
と
ス
イ
ー
ツ
の
お
店
「
じ
ゃ
む
屋
」
を
開

店
さ
れ
ま
し
た
。
芦
屋
の
元
気
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
小
田
　
武
人

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

　
副
委
員
長
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
田
島
　
憲
道

　
委
　
員
　
　
貝
掛
　
俊
之

　
委
　
員
　
　
今
田
　
勝
正

　
委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

町かど
インタビュー

議 

員 

控

 

室

Ｑ
　
じ
ゃ
む
屋
を
開
店
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
？

A
　
以
前
か
ら
お
店
を
持

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
お
店
を
開
く
に
は

お
金
が
か
か
る
た
め
、
な

か
な
か
踏
み
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
、
商
工
会
か
ら

創
業
等
促
進
支
援
補
助
金

制
度
を
教
え
て
も
ら
い
、

こ
の
補
助
金
が
開
店
へ
の

後
押
し
を
し
て
く
れ
た
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

芦
屋
町
が
も
っ
と
元

気
に
な
る
た
め
に
は
何
が

必
要
で
す
か
？

A
　
町
外
か
ら
来
ら
れ
た

お
客
様
は
「
せ
っ
か
く
芦

屋
に
来
た
か
ら
ど
こ
か

寄
っ
て
帰
ろ
う
」
と
言
わ

れ
る
方
が
多
く
、
町
が
元

気
に
な
る
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
お
店
が

増
え
、
何
か
目
玉
に

な
る
も
の
が
あ
れ
ば

良
い
と
思
い
ま
す
。

Q
　
今
後
芦
屋
町

に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

A
　
支
援
は
申
し
分

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

商
店
街
の
空
き
店
舗

を
借
り
る
場
合
、
い

ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ

る
の
で
、
も
う
少
し

緩
和
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
お
店
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
。

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。

　また、本会議は役場１階ロビーでライブ中継を

しています。

※ 日程は変更になる場合がありますので、傍聴を希望する

方は議会事務局にお問い合わせください。（℡ 223-3579）

　

次回の定例会は　12 月１日開会予定

「じゃむ屋」代表　今
いま

仁
に

洋子さん

季節の野菜や果物を使ったジャム 店内のカフェスペース
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